
 

伊勢崎市 
ISESAKI CITY 

令和７年１０月３１日 

報道機関各位 

 

第８回まちなか未来学校の開催について 

                             産業経済部商工労働課 

 

空洞化が加速するまちなかの経済活力向上と地域活性化に取り組む人材の育成を

目的として、毎月まちなか未来学校を開講しています。今回は令和７年度第８回の

案内です。 

 

１ 開 催 日 令和７年１１月２６日（水） 

２ 開催時間 午後６時から午後８時３０分まで（開場 午後５時３０分） 

３ 会  場 伊勢崎市伊勢崎駅前インフォメーションセンター 

４ 申込方法 下記申込フォームから申込または商工労働課宛に電話や FAX 

申込フォーム https://logoform.jp/form/Gpfu/1052762 

電話 0270-27-2755 FAX 0270-23-7382 

受付開始 令和７年１１月６日（木）午前９時から 

５ 参 加 料 無料 

６ テ ー マ 「前橋のまちづくりと伊勢崎のこれから～今こそ、語る刻～」 

７ プログラム （18:00～18:05） 

開会・趣旨説明 

 

（18:05～18:25） 

第１部・講演 「市民におまかせ？良いかげん市政」 

講師 山本 龍 氏（元前橋市長） 

 

（18:30～18:50） 

第２部・講演 「市民が面白がるまちづくり」 

講師 日下田 伸 氏（（一社）前橋デザインコミッション/宇都宮大

学客員教授） 

 

（19:00～20:00） 

第３部・３者によるクロストーク 

登壇者 山本 龍 氏 

日下田 伸 氏 

ﾓﾃﾞﾚｰﾀｰ 臂 徹 氏（認定特定非営利活動法人 日本都市計画家協会 理事） 

 

（20:00～20:30） 

第４部・質疑応答、まとめ ※進行状況により実施しない可能性あり。 

https://logoform.jp/form/Gpfu/1052762


 

伊勢崎市 
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８ 講  師 ・山本 龍 氏（元前橋市長） 

2012 年 2 月から 2024 年 2 月まで 3 期 12 年間前橋市長を務める。好

きなスポーツは自転車とテニス。愛読書は、Ｐ.ドラッガーの「断絶

の時代」。映画鑑賞が趣味で「砂の器」「惑星ソラリス」「道」「山の郵

便配達」はベスト 4。かき氷が好物。 

（ひとこと）伊勢崎－本庄－上里－藤岡－高崎－玉村－前橋－伊勢崎 

まさに百万都市圏の仲間たちです。連携の実を挙げていくか。行政区

分を飛び越えた構想が必要なんだ。JR 東武線伊勢崎駅で感じた妄想

を皆さんに伝えられればと参加します。  

 

・日下田 伸 氏（一般社団法人前橋デザインコミッション／宇都宮大

学客員教授） 

中・高校を屋久島で過ごしたことで環境と地域社会に関心を抱き、筑

波大農学部で学ぶ。清水建設では中東・中央アジア等の環境案件に従

事。まだ 40 店舗規模だった東横インの経営戦略責任者として初期の

ビジネスモデルのブラッシュアップを推進。軽井沢から域外進出をは

じめたばかりの星野リゾートで旅館再生事業（現『界』ブランド）を

立上げ、ゴールドマンサックスと組んで全国ネットワーク化。その後、

多様な事業再生を手掛け、まちづくりは前橋デザインコミッションで

初挑戦。博士（工学）、宇都宮大学客員教授。内閣総理大臣賞や二度

の国土交通大臣賞はじめ受賞多数。スノボ、山岳ランニング、自転車、

オートバイと常に多動な遊び中心生活。 

 

・臂 徹 氏（認定特定非営利活動法人 日本都市計画家協会 理事） 

大学院修了後、建設コンサルタント会社で、同僚曰く「魂を削りなが

ら」仕事をしていたが、東日本大震災後に祖母の生まれ故郷である岩

手に社命で入り、被災地での計画策定や調査業務に携わったことを契

機として、地元住民の皆さんが主体となって運営するまちづくり組織

の設立に携わった。その後、官と民の間で仕事をすることにやりがい

を覚えて会社を辞め、現在は都市や建築、不動産、各種デザインに関

わる 6つの会社を経営し、北は北海道から南は熊本まで、全国の地方

都市で、ハード・ソフト両面の中心市街地の活性化やまちなか再生な

どに取り組んでいる。 

 

９ 定  員 先着３０名 

 

 

問い合わせ先 商工労働課 田村 Tel0270-27-2755 

（内線 3220） 






